
 （１日目） １２月１６日（月） 午前９時３０分から 　

質問順 質問議員 質問事項 答弁を求める者

1 大山由郎 地域の医療を守れ 町長

2 門脇敎蔵 高齢者の交通移動手段について 町長

高齢者や障害者宅へのごみの戸別収集について 町長

3 橋尾哲夫 アスパルトレーニングルームの充実策について 町長

日野北バイパス市原東交差点について 町長

１市１町のごみ施設建設計画を中止せよ 町長

4 廣畑幸子 空き施設の有効活用について 町長

5 藤本一昭 播州織の振興は、製品の消費が必要 町長

新ごみ処理施設建設について 町長

6 門脇保文
太陽光発電設置違反者の公表は？
　昨年12月の答弁では勧告及び公表を行う

町長

「自然豊かな多可まち○○で子育てしませんか？」
　住民の声：住民参画提案

町長

焼却炉建設　将来を見据えよ
　平成31年3月29日付　環境摘発第1903293号より

町長

7 加門寛治 町財産の処分について 町長

質問順 質問議員 質問事項 答弁を求める者

8 市位裕文 取下げ

9 山口邦政 森林政策の検証と今後の方向性について 町長

命に係わる分野での業務委託先・指定管理先の管理監督体
制について

町長・教育長

10 笹倉政芳 新ごみ処理施設の進め方を問う 町長

11 清水俊博
多可赤十字病院の支援及び地域医療体制の充実・持続の
確保策等住民へのメッセージが

町長

多可の宝「山田錦」の更なるグレードUP
（生産者のモチベーション、夢を現実に・・・）

町長

12 酒井洋子 公共施設の再配置状況を問う 町長

森のようちえんを多可町の強みに 町長・教育長

ユニバーサル意識を人権条例に 町長

13 日原茂樹 タイムライン（事前防災計画）を作成せよ 町長

ＳＮＳの危険から子どもたちを守れ 教育長

令和元年 第９３回多可町議会定例会　一般質問

　（２日目） １２月１７日（火） 午前９時３０分から









一般質問通告書

多可町議会議長清水俊博様
多可町議会議員 門脇教蔵⑬

質問の項目及び要旨
1.高齢者の交通移動手段について

『別紙のとおり

2.高齢者や障害者宅へのごみの戸別収集について

別紙のとおり

3. 

【第9·3固定例会］

受 領 日 番号

令和元年11月22日

《IP・午後少時併グ分 12
答弁を求める者

町長

町長



質 問 の 内 容
1.高齢者の交通移動手段について

最近高齢者の方から、 私たちの病院に行く手段は、 買い物に行く手段はどう

なるのでしょうか。 とよく問われます。 そこで質問をさせていただきます。

多可町では、 通院や買い物の日常生活における移動手段として、 路線パスや

コミュニティパス、タクシ 一 等の公共交通が重要な役割を担っているところで

あります。

しかし、 利用が低迷している町内巡回パス4路線を2020年（来年） 3月27

日をもって廃止するとのことですが、 廃止される理由は何なのでしょうか。

今後それに代わる運行はどのようにされるのでしょうか。

2.高齢者や障害者宅へのごみの戸別収集について

少子高齢化社会の移行と住宅事情の変化や核家族の進行に伴い、 家庭から排

出されるごみをごみ集積場所まで持ち出すことが困難な高齢者または障害者

の方が増えているのではないかと考えます。

そこで、家庭から出されるごみや資源ごみを所定の場所まで持ち出すことが

困難な高齢者や障害者に対し、 ごみ等を自宅の玄関先まで収集するサ ー ビスを

実施する自治体が増えています。

明石市の事業は「ふれあい収集」事業。 宝塚市の事業は「きずな収集」事業、

小野市が実施している「ハ ー トフルごみ収集J事業であります。

小野市の「ハ ー トフルごみ収集」事業は、 平成14年7月から実施されてお

り、 現在30人の方々が利用されているそうです。

いずれの自治体も似たような内容ですが、 小野市の事業概要を少し紹介いた
します。

先ず、 対象者は高齢者と障害者の方であります。

高齢者の場合は、 おおむね65歳以上の 一 人暮らしまたは、 高齢者夫婦のみ

世帯で、 現在、 介護保険で要介護2以上と認定され、 ホ ー ムヘルプサ ー ビスを

利用されている方。

障害者の場合は、 身体障害者、 知的障害者及び精神障害者の制度でホ ー ムヘ

ノレプサ ー ビスを利用されておられる方であります。

いずれも親族や近隣の方の協力を得ることが難しく、 自らゴミステ ー ション

にまでごみを持ち出すことが困難な方となっています。

利用希望の場合は、 原則本人の申し込みで、 職員が訪問して面談し ，、 民生委

員の意見を聞いて収集の可否を市が決定されています。









































一般質問通告書

多可町議会議長

多可町議会議員

吉田 政義 様

清水俊博⑧

【第 9 3 固定例会】

ぎL－� 領 日

平成ん年／之月 6 s

0・午後／ρ 時 20 分

番号

／／ 

質問の項目及び要旨 答弁を求める者

1.多可赤十字病院の支援及び地域医療体制の充実 町長

－持続の確保策等住民へのメッセ ー ジが

あまりにも 一 方的過ぎる。 全国424の病院は、 再編、 統合の検討が必要だと

公立・公的病院名のリストを厚労省が公表した。 県内でも15病院が含まれ、
地域毎に議論を深め2 0年9月までに結論を出すように求めたものです。多可

赤十字病院も含まれ「正に唐突、 住民不安をあおるばかりだ」との批判が相次

いでいます。 西村病院長は地域特性もあり「急性期」の実績は基準より少ない

ものの、 かかりづけ医等地域医療機関との連携も密に「回復期」 「慢性期」等
地域の実情に即した、 正になくてはならない病院として取り組まれています。

今回の公表に際し、 日赤病院含め地域医療の充実策を伺います。

2.多可の宝「山田錦」の更なるグレ ー ドU p i町長

（生産者のモチベ ー ション、 夢を現実に ・ ・ ・ ）

世界に冠たる山田錦「生誕8 0年」、 「山田勢三郎翁没後100年Jあること を

契機として、 山田錦発祥の地「多可町Jとして高い品質を保ちつつ、 さらな 

る需要拡大に応えていくことが求められています。 「山田錦」の生産から醸造

に至る物語 ・ スト ーリ ー性を持たせたセ ー ノレスo等々、 更に生産者の技術、 ノウ
ハウ、 更にその後継者育成等「本場多可町」ならではの取り組みが今、 求めら れ

ています。 以下その取り組み及び今後への考えを問います。

①誕生から今日まで貴重な歴史を後世へ残す取り組み（例：ミウジアム）が必
要では

②生産者の誇り・夢でもある「6次化＝生産、 製造、 販売」蔵への道その道筋
は

③「山田錦」誕生の地を核とした「ワンチー ム多可j による全国、 世界への発

信は

（ ・ 生産者部会 ・ オ ー ガニックエコの会・まち、 道の駅 ・ J Aみのり ・ 酒造メ
ー カ ー ・ －）
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